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【手続補正書】
【提出日】平成30年11月6日(2018.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体の流れを移送するための管において医療処置を実施するための装置であって、
　膨張状態にあるときに前記管内の前記流体の流れを許容するための膨張可能な灌流バル
ーンと、
　前記流体の流れを制御するための膨張可能なバルブと、
　前記灌流バルーンを支持するためのカテーテルシャフトであって、前記膨張可能なバル
ブを支持するための支持体を受け入れるための少なくとも１つの内腔を有するカテーテル
シャフトと
　を備え、
　膨張されたときの前記膨張可能なバルブは、流体の流れを実質的に塞ぐ第１の位置と、
流体の流れを許容する第２の位置と、の間で前記支持体に対して移動可能である
　装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の装置であって、
　前記膨張可能なバルブは、前記灌流バルーンの内部通路に関連付けられたバルーンを備
える
　装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の装置であって、
　前記バルーンは、略球状のバルーンを備える
　装置。
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【請求項４】
　請求項１に記載の装置であって、
　前記支持体は、前記膨張可能なバルブのための膨張内腔を備える
　装置。
【請求項５】
　流体の流れを移送するための管において医療処置を実施するのに使用するための装置で
あって、
　前記管内の前記流体の流れを受け入れるための開口に関連付けられた通路を有する灌流
バルーンと、
　前記流体の流れを制御するための、前記通路内に選択的に位置決め可能なバルブと
　を備え、
　前記バルブは、前記通路への流体の流れを実質的に塞ぐ第１の位置と、前記通路への流
体の流れを許容する第２の位置と、の間で移動可能であり、
　前記灌流バルーンは、前記第１の位置において前記バルブを保持するために、近位端に
保持部を備える
　装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の装置であって、
　前記バルブは、前記灌流バルーンの内部通路内に位置決めされる膨張可能なバルーンを
備える
　装置。
【請求項７】
　請求項５に記載の装置であって、
　前記膨張可能なバルーンは、略球状のバルーンを備える
　装置。
【請求項８】
　請求項５に記載の装置であって、
　さらに、前記灌流バルーンを支持するためのカテーテルシャフトを備え、
　前記カテーテルシャフトは、前記膨張可能なバルブを支持するための支持体を受け入れ
るための少なくとも１つの内腔を備える
　装置。
【請求項９】
　請求項１ないし請求項８のいずれか一項に記載の装置であって、
　前記灌流バルーンは、該灌流バルーンの単一の断面において複数のセルを備える
　装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の装置であって、
　各セルは、前記灌流バルーンを支持するカテーテルシャフトまで延在するネック部を備
え、
　前記ネック部は、前記膨張可能なバルブのための保持部を一緒に形成する
　装置。
【請求項１１】
　請求項５に記載の装置であって、
　前記保持部は、前記灌流バルーンの近位端部に位置する
　装置。
【請求項１２】
　流体の流れを移送するための管において医療処置を実施するのに使用するための装置で
あって、
　膨張状態において流体を移送するための通路を有する第１の膨張可能なバルーンと、
　前記通路を通る前記流体の流れを制御するための第２の膨張可能なバルーンと
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　を備え、
　膨張されたときの前記第２の膨張可能なバルーンは、前記通路を通る流体の流れを実質
的に塞ぐ第１の位置から、前記通路を通る流体の流れを許容する第２の位置まで移動可能
であり、
　前記装置は、さらに、前記第１の膨張可能なバルーンを支持するためのカテーテルシャ
フトを備え、
　前記カテーテルシャフトは、前記第１の膨張可能なバルーンに流体連通する第１の内腔
と、前記第２の膨張可能なバルーンに流体連通する第２の内腔と、を備える
　装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の装置であって、
　前記第２の膨張可能なバルーンは、前記通路を通る流体の流れを実質的に塞ぐ第１の位
置から、前記通路を通る流体の流れを許容する第２の位置まで、前記第１の膨張可能なバ
ルーン内をガイドワイヤチューブに沿って移動可能である
　装置。
【請求項１４】
　請求項１２に記載の装置であって、
　前記第１のバルーンは、該バルーンの単一の断面において複数のセルを備え、
　前記第２のバルーンは、略球状のバルーンを備える
　装置。
【請求項１５】
　流体の流れを移送するための管において医療処置を実施するのに使用するための装置で
あって、
　第１の近位位置から第２の遠位位置まで摺動的に移動するように構成された膨張可能な
バルーンを有する支持体を備える
　装置。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の装置であって、
　前記支持体は、前記バルーンに流体を供給するための膨張内腔を有するチューブを備え
る
　装置。
【請求項１７】
　請求項１５または請求項１６に記載の装置であって、
　前記バルーンは、略球状であり、近位ネック部と遠位ネック部とを備える
　装置。
【請求項１８】
　流体の流れを移送するための管において医療処置を実施するのに使用するための装置で
あって、
　略球状の膨張可能な本体と、近位ネック部と、遠位ネック部と、を有するバルーンを備
える
　装置
【請求項１９】
　請求項１８に記載の装置であって、
　前記近位ネック部および前記遠位ネック部は、略円形の断面を有する
　装置
【請求項２０】
　請求項１８または請求項１９に記載の装置であって、
　さらに、前記バルーンを支持するための支持体を備え、
　前記支持体は、前記膨張可能な本体に流体連通する膨張内腔を備える
　装置。
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【請求項２１】
　請求項１８ないし請求項２０のいずれか一項に記載の装置であって、
　さらに、前記バルーンを受け入れるように構成された灌流バルーンを備える
　装置。
【請求項２２】
　流体の流れを移送するための管において医療処置を実施するのに使用するための装置で
あって、
　第１の膨張可能なバルーンと、
　前記第１の膨張可能なバルーンを支持し、第１の内腔を有するカテーテルシャフトと、
　前記第１の内腔内に位置決めされるガイドワイヤチューブであって、前記膨張可能なバ
ルーンへ膨張流体を供給するための膨張内腔と、ガイドワイヤを受け入れるためのガイド
ワイヤ内腔と、を有するガイドワイヤチューブと
　を備える装置。
【請求項２３】
　請求項２２に記載の装置であって、
　前記カテーテルチューブは、前記第１の膨張可能なバルーンへ膨張流体を供給するため
の第２の内腔を備える
　装置。
【請求項２４】
　請求項２２または請求項２３に記載の装置であって、
　さらに、前記ガイドワイヤチューブの前記膨張内腔に流体連通する第２の膨張可能なバ
ルーンを備える
　装置。
【請求項２５】
　請求項２２に記載の装置であって、
　前記第１の膨張可能なバルーンは、灌流バルーンを備え、
　前記第２の膨張可能なバルーンは、前記灌流バルーン内に位置決めされる
　装置。
【請求項２６】
　請求項２５に記載の装置であって、
　前記灌流バルーンは、該バルーンの単一の断面において複数の膨張可能なセルを備え、
　各セルは、前記第１の内腔に流体連通する近位ネック部を備える
　装置。
【請求項２７】
　請求項２２ないし請求項２６のいずれか一項に記載の装置であって、
　前記第１の膨張可能なバルーンは、略球状のバルーンを備える
　装置。
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